
２０２５年度（令和７年度）地域まちづくり推進事業報告書 

湯田学区まちづくり推進委員会 委員長 舩田  皎 

  (問合せ先) ０８４－９６３－１３６８（湯田交流館） 

事業内容 

（１） ふれあい事業 

① 夏まつり（８月２日） 

② 世代間交流［注連縄作り、ビンゴゲーム、紙飛行機作り、七夕まつりなど］（７月～１２月） 

③ 文化祭（１１月９日） 

④ ふれあいグラウンドゴルフ大会（１月２５日） 

（２） 地域安全 

① 登下校の見守り（通年） 

② 学区内巡回パトロール（通年（３８回）） 

③ 自主防災［避難所早期開設訓練、自主防災訓練（防災講演会）］（５月３１日、１１月２３日） 

（３） 地域福祉 

① お年寄りへの弁当作り（４月～３月） 

② 幼児の育成支援［人形劇、物品支援］（１２月２日、１月１９日、通年） 

（４） 生涯学習推進 

① 夏休み子ども体験教室［藍染、わくわくワークショップ、科学工作、料理、陶芸、和箏体験］（夏休み） 

② 講演・講習会［バラ挿し木、生成 AI、料理教室２回、人権講演会、防犯学習会］（７月２５日、９月１３日、 

１０月７日、１２月２日、１月２１日、３月４日） 

（５） 環境衛生［ラジオ体操会、リサイクル施設見学、さわやかウォーキング、地域清掃など］ 

（６月１日、７月２７日、３月４日、通年） 

（６） コミュニティ育成 ［環境整備、清掃など］（通年） 

（７） 広報事業 

① 広報紙発行（年１回） 

②  デジタル化推進事業［ホームページとオープンチャットの更新］（通年） 

（８） 運営事業（通年） 

成 果 

 ・世代間交流、多文化交流の場の提供  

・地域住民の防災意識の向上、災害発生時の避難行動の再確認 

・社会的課題に応じた学習会の実施  

・学区の環境美化活動への意識の向上 

・デジタルツールを活用して継続的に情報を提供 

課 題 

 ・一部の事業の参加者が固定化しており、より多くの住民の参加を促進できるような広報活動の工夫 

 ・各団体の役員の高齢化に伴う若い世代の役員の担い手の発掘 

課題解決にむけて 

 ・まちづくり推進委員会の組織再編による活動の活発化  

 ・電子回覧板の導入へ向けたデジタル化の更なる推進 
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学区 デジタル化推進活動 継続中 

学区 自主防犯組織 の活動がスタートしました!! 

住みつづけたい 心がかよう 湯田のまち 
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湯田のまちづくり活動に関する情報をお届けし、住みよいまちづくりをめざすため、ホームページとオー

プンチャットを活用して、まちづくりに関する催し案内・学区の多くの人に知って欲しい情報など、月に数

回程度発信しています。ぜひご活用ください。チラシは交流館にも置いてあります♪ 

学区 防災倉庫 を設置しました！！ 

自主防犯組織の具体的活動のスタートとして３月４日に防

犯講習会を開催しました。福山市市民生活課の専門員、林和

徳さんに犯罪被害防止対策を講演していただき特殊詐欺や点

検商法に対する対処策を学びました。これから地域の皆様と

協力しながら、防犯意識の向上と安心・安全なまちづくりに

取り組んでまいります。 
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ＨＰへ載せる情報を

お寄せください♫ 

詳しくは湯田交流館 

963-1368 まで  

 災害時に備えて、湯田小学校の敷地内に防災倉庫を設

置しました。倉庫の中には、ワンタッチテント、発電機、

ガソリン携行缶、ガスボン 

ベ、チェーンソー、簡易ト 

イレ、一輪車、羽釜セット、 

油圧ジャッキ、土のう袋、 

担架、ポリタンクなど、多く 

の防災資機材を常備していま 

す。 


